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はじめに

中国大陸起源の酸性物質が富山を中心とした北陸域

にどの程度の影響を与えているかを見積もるためには

北西季節風の風上から風下にかけて降雪直後の新雪を

採取し解析することが必要と考えられる。著者はこの

目的で1995年から調査を行っており，データについて

報告しているが（朴木2001)，この調査結果のうち、

1999年1～3月，2000年I～3月の結果について報告する。

調査地点

調査地点は，富山市から北西季節風の風上に位置す

*富山市科学文化センター研究業績第277号

17雷

る石川県羽咋市の海岸線までの52kmの区間で，朴木
(2001）に詳細な位置が報告してある。

調査方法

降雪現象が終了した翌日（おおむね晴れていた）に

富山市から石川県羽咋市に向けて自動車を利用して新
雪層のみを採取した。新雪の採取には円筒形のプラス

チック容器，又はアクリルパイプを使った。

採取した試料はポリエチレン袋に入れ，富山市科学
文化センターの実験室に持ち帰った。

なお，この調査は，同様の調査を行っている（財）

上越環境科学センターと調査日を一致させて調査を行っ
た。

分析方法

新雪試料を室温で融解後pH，電気電導度を測定し，
イオンクロマトグラフでイオン成分を分析した。

結果

分析結果を表1から表9に分けて示した
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